
［伊澤］ 電子情報通信学会の 号記念特集号にあた
り，対談を御快諾頂きましてありがとうございました．
［田中］ 本日は，きっちりした形ではなく，いわば普段
着の形でお願いしました．これまでの経験から，背広を
着てネクタイをしてしまうと自分の自由な発想に枠がは
められてしまう気がしてお話しづらくなるためです．
いろいろな方々とお話させて頂くことによって，今ま

で思いつかなかったことを発見したり，問題意識として
持っていることを改めて気付かされたこともありますの
で，私自身の勉強の意味も込めて，普段着の形でお願い
した次第です．よろしくお願いします．
［伊澤］ 田中さんには， 年の仙台での総合大会で
御講演を頂きました．御講演では技術的なお話を頂きま
したので，本日は少し違った側面でいろいろとお話をお
伺いしたいと思います．
田中さんは民間企業におられる現役の技術者として日

本で初めてノーベル賞を受賞されました．電気工学科の
御出身で，学生時代の研究成果を電子通信学会で論文と
して発表されています．
［田中］ 実は私自身が論文を書いたわけではないので
す．卒業してから「これは学会発表をした方がいい」と
いうことになり，当時，お世話になった教授や助手の先
生方のお名前に私の名前も含めて発表して頂いたので
す．

［伊澤］ 「電子情報通信学会の仲間が……」と申し上げ
ては失礼かもしれませんが，田中さんがノーベル賞を受
賞されたということに対して多くの会員が喜んでおりま
す．また，新しい研究開発への挑戦に勇気付けられると
ともに，励みにもなっていると思います．
本日は，発明や発見を行うための能力やセンス，異分
野融合の重要性などについてお話を伺いたいと思いま
す．
早速ですが，新しい発明のきっかけをつかむ才能やセ
ンスというものが，どういうきっかけで得られるものな
のか，あるいはそのようなものが努力で得られるものか，
一体どのようなものなのかということを少し議論させて
頂きたいと思います．

電気から化学へ

［伊澤］ 実験中にコバルトとグリセリンを間違って混ぜ
られて，それを捨てるのはもったいないという思いが成
果につながったと伺っています．光の吸収効率を上げる
金属超微粉末とソフトなイオン化を促進するグリセリン
とを組み合わせることは，後になって考えれば大変必然
的な組合せのようにも思えるのですが，当時はそのよう
なことを思いもつかないのが普通ですよね．実は，私自
身の研究でも，研究の初期段階ではあるべき組合せに気
付かずに相当苦労したという経験があります．
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て，少しお聞かせ頂けますでしょうか．
［田中］ なぜこのような発見をできたのかという質問に
対して，正直に「どうしてでしょうね」などと答えてし
まうと，「世紀の大発見をしたのに，本人がそのように
考えているのはおかしい」といわれてしまうこともあり，
肩身の狭い思いをしています．ただ，導電性プラスチッ
クを発明された白川先生に同じような質問をさせて頂い
たとき，白川先生も「なぜだかよく分からない」という
お答えをされていました．
自分自身でも十分理解できていないことですので，「多
分，こうではなかったか」ということを，若い人に参考
にして頂く目的でお話したいと思います．
そこに至る前に，まずお話しなければならないことは，

電磁波工学に関する研究を 年間だけですが学生実験の
延長のような形で行ったことです．
［伊澤］ 卒業論文ですね．
［田中］ そうです．卒業研究の結果を，学会で発表でき
るような形に仕上げて頂いたのが，益子拓徳助手，そし
て恩師の安達三郎教授です．
良い芽が出かかった研究を捨てて化学の分野に進んだ

ときには，「こんなんでいいのかな」あるいは「せっか
くいろいろと教えて頂いた先生や助手の方たちに対して
後ろめたいな」という気持ちがあったことは確かです．
しかしながら，冷静に考えてみれば，たった 年ちょっ
と電気のことをやっただけです．また，島津製作所の中
央研究所には，ものすごく優秀な人たちがいまして，高
速測定回路のパイプライン化を一人で設計できるような
人もいました．そのため，「あ，これはアカンわ」とい
うことで，グループの中で欠けている化学の実験に「お
前はそれでもやっていろ」といった形で携わることにな
りました．ある意味，あっさりあきらめることができた
のですが，実際にやってみると面白かった．
もちろん私自身がどうしても電気でなければならない

と考えていたわけではありません．化学の実験を小さい
ころに面白いと思った記憶はありますし，他の分野に対
する好奇心もありました．
結果的に，異なる分野で「お前は専門家ではないのだ
から，何か新しい発見ができればめっけもんだ」という
ように責任を持たされることのない非常に理想的ともい
える環境に投げ込まれたのです．
このときに「自分は電気しかできない」と思って，挫
折感や亜流に流れたという思いで取り組んでいたら多分
新しい発見はなかったと思います．

電気を化学に生かす

［田中］ 電気から化学に分野を変えてもうまく研究を進
められた理由として，二つ考えられるのではないかと思
います．一つは，常識にとらわれないこと．化学の分野
で学んできた人だったら見逃してしまうかもしれないこ
と，あるいは常識と考えているものに阻まれてしまうこ
とに対し，柔軟に対応できることです．もう一つは，電
気で学んだことを化学で無意識のうちに生かすことがで
きることです．
この世界が四次元の世界なのかどうかは知りません
が，その中でサイエンスの分野を電気とか化学とかに分
けることができたとしても，そこには何か共通するもの
があると思っています．この共通するものが「これはあ
る意味理にかなっているな」と無意識のうちに感じさせ
るものではないかと．
例えば， 回の実験すべてをやることはできないと
きに，ある程度理にかなったものを頭の中でふるいにか
けて，これは化学の分野では失敗と思われるものでも「も
しかしたら生かせるのではないか」と取捨選択できると
いうのは，この共通するものがあるからなのではないか
と思います．
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図 年電子通信学会総合全国大会発表原稿

アンテナアレーとノーベル賞受賞

［田中］ 今まで余りお話できなかったことなのですが，
これ（図 ）が昭和 年に東北大学工学部でお世話に
なった益子拓徳助手と安達三郎教授に 年の電子通
信学会総合全国大会に出して頂いた原稿をスキャンした
ものです．ビルの壁に電波が当たってテレビ画像が二重，
三重に見えるゴーストを消す一つの方法として，ビルに
当たって跳ね返ってくる電波を減衰させる一つの方法を
提案しています．具体的には，壁の中に小さいアンテナ
をアレー状にたくさん並べる方法です．
［伊澤］ 電波を吸収するということですね．
［田中］ はい．壁の表面で跳ね返る電波とアンテナで跳
ね返る電波の位相を 度変化させることで，壁で反射
する電波を相殺させ打ち消してしまう手法です．これを

ページに簡単にまとめたものがこの原稿です．
これに対して，ノーベル賞受賞対象となった方法は「ソ
フトレーザ脱離イオン化法」と名付けられています（図
）．レーザ光を媒質に照射して，媒質に含まれているた
ん白質などを壊さずにイオン化し，高分子量試料の分析
を行うものです．このときに，レーザ光を吸収させるた
めに混ぜたのが，金属超微粉末です．
この二つの研究には幾つか類似点があります．
まずは電磁波です．テレビ電波もレーザ光も電磁波で
す．同じ電磁波で波長が違うだけ．
次に，金属です．金属のアンテナと金属の粉末．アン
テナはコンクリートに埋め込んで使うのに対し，金属超
微粉末はグリセリンと混ぜる．
こじつけのような気もするのですが，金属超微粉末と
グリセリンが混ざったときになぜ捨てなかったという疑



問に対する答えの一つに，この類似性があったようにも
思います．テレビ電波をコンクリート中の金属アンテナ
で吸収できるのであれば，同じ電磁波であるレーザ光も
金属超微粉末で吸収できるのではないかという感覚が
あったのかもしれません．このような感覚は，化学の専
門家のそれとは異なるのではないでしょうか．
「捨てるのはもったいないから」と言った方が皆さん
の受けは良いですし，「もったいない」という言葉を広
めたように思われていますが（笑），本当のところは電
気と化学の分野に共通している自然の摂理みたいなもの
を気に止めたからではないかと感じています．
ソフトレーザ脱離イオン化法を発明することができた

理由として他にもいろいろな理由を考えることはできる

のですが，以下の話もあり得るかもしれません．

あざ治療からのヒント

［田中］ 年くらい前でしょうか．レーザの光は，あ
ざの治療にも用いられようとしていました．当時の最新
技術を紹介するテレビ番組で放送されたのを覚えていま
す．すなわち，レーザ光であざを気化させてしまうこと
が世の中に出ていたわけです．
あざは普通の皮膚よりも黒いですが，金属超微粉末も
黒いのです．レーザで黒いあざを飛ばすことができるの
であればと考えて，金属超微粉末とグリセリンが混ざっ
たものを捨てなかったという理由もあり得るかもしれま
せん．
別分野のことに興味を抱いたり，広くサイエンスのこ
とに好奇心がなかったら，混ざったものを捨ててしまっ
ていたかもしれないのです．
現在でも，本当にこのようなことに影響されたのか断
言できないのです．しかもこういった，いわば面白い話
を大騒ぎされた当時に言ってしまうと，まるでそれのみ
が理由のように思われてしまいます（笑）．
ただ，このようなことは割とほかにも当てはめること
ができるのではないかとも思い，言い始めたところなの
です．異分野の知識を生かせることを知ることで，「じゃ
あ，このようなことにも取り組んでみようではないか」
と考えて頂けるのではないかと，ある程度自信を持って
言えるようになりました．
これが，御質問の「なぜ，捨てなかったのか」に対す
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る私なりの答えになると思います．

基礎としての電気

［田中］ このインタビューをお受けする前に彼（（株）島
津製作所 田中耕一記念質量分析研究所 古沢一雄課長）
と話をしました．古沢氏も電気出身なのですが，今は全
く別の分野に携わっています．
企業に入ると，電気出身の人間が別の分野のことを

やっている場合が多い．私自身も大学時代に「電気はつ
ぶしが利くから」といわれた記憶があります．
しかし，最近の若い人たちの話を聞くと，視野が狭く

なっているように感じます．電気以外の応用を考えられ
ない．島津製作所の場合ですと，電気の知識というもの
は分析装置を作るに当たって欠くべからざる要素なので
すが，そこまで思いつかないらしい．自分の可能性を閉
ざしてしまっているようにも思えるのです．若い人には
もっと視野を広めてもらいたいと思っています．
もちろん学べることは限られています．限られた時間

の中では基礎となるものを幅広く学ぶ方がよい．基礎を
学べば，他の分野に移っても将来性が広がることになる
ためです．このときの選択枝の一つとして，電気関係の
勉強をした方がよいと私は考えています．
実は最近，部下と一緒に無線工学をもっと分析装置に

生かすことを研究開発しています．電波を飛ばすのでは
なくてイオンをトラップして質量分析するという別分野
に応用できたら素晴らしいです．特に若い人には，狭い
分野に閉じ込もることなく，このような可能性があるこ
とを理解しながら勉強して視野を広めてほしいと思い始
めたところです．
［伊澤］ 私は大学で電子工学科を卒業したのですが，研
究所でやったことはガラスの研究です．すなわち，無機
化学です．田中さんのお話に通じるところがあります．
電気とは異なる分野に進んだために，ガラスを専門とし
ている人が考えつかないようなことをやることができ，
結果的にうまくいったことを私も経験しているのです．

異分野交流とチームワーク

［伊澤］ 異分野交流が重要だと常々おっしゃっておられ
ますが，異分野交流の重要性についてどのようにお考え
でしょうか．
［田中］ 質量分析装置の例を挙げさせて下さい．イオン
を作り，イオンを大きさごとに分け，分けたイオンを測
定してデータ解析を行うのが質量分析装置です．私の場
合はたん白質を対象にしていましたが，薬を分析するこ
ともあります．そこでは，医学，薬学，生物学，化学な
ど様々な分野の知識，技術，学問を持ち込まなければな
らないのです．

また，イオンを分離するときには，物理の式を数学を
使って解きます．イオンを検出するときには，イオンを
電気信号に変えるために電気回路が必要になりますし，
信号を表示するためにはオシロスコープでは不十分で表
示用のソフトウェアを開発しなければなりません．もち
ろん，装置は機械部品でできているので，部品のことも
知らなければならず，本当に総合工学といえます．
私は産業界にいますから，役に立つ製品を作らなけれ
ばならない．俗っぽく言えば，もうかる装置を作らなけ
ればならないという目的がまずあります．この目標に向
かって，みんなが集まって，必要な分野の学問を持ち込
んだ結果，異分野融合になったわけです．
最初から，異分野融合を試してみたわけではなく，み
んなが目標に向かって，いろいろな知恵を出し合ってい
く過程で必然的に異分野融合になった．更に，いろいろ
な分野の人々が集まることによって，意外な独創性が生
まれると思っています．
家電・ロボット・デジカメなども同じことが期待でき
ます．例えば自動車ですが，車を動かすときにはまず燃
料を燃やす．これは化学反応ですし，熱機関の話です．
これをピストンという機械部品を使って，ゴムでできて
いるタイヤを動かす．更に，動きを制御するためには電
子機器を用いるため，膨大なソフトウェアが必要となる．
更には，車は単に走るものではなく，格好いい車であっ
てほしいし，長く座っていても疲れない，乗っていて楽
しい車であってほしい．車も総合工学なのです．
単なる仲良しグループ，例えば化学の研究をしている
仲間うちではなく，全く常識の違う人が集まって侃々
諤々やるという広い意味でのチームワークでもって，何
か素晴らしいことが日本でもたくさんできるのではない
かと考えているのです．
しかしチームワークは，日本ではほとんどの人が独創
をそぐと思い込んでいるので，逆の説を声高に言うこと
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には不安があります．そのため，このような仮説がどの
くらいほかにも当てはまるのかをお伺いしたいと思い，
このような機会にあえてお話しさせて頂いたのです．
［中平会誌編集委員］ チームワークと独創性とが両立す
るのではということですね．
［田中］ すべてに当てはまるとは思えません．ただ，今
まではチームワークイコールそれぞれの個が生きない，
出る杭は打たれると考えられていますが，それは少なく
とも部分的には間違っているのではないかと思います．
個を生かせばチームワークも生き生きしてくるし，チー
ムワークを生かせば個の良さも生きてくることがあるの
ではないでしょうか．
［中平］ 個々の人間が持つ良さが出せるような環境を作
り出すことができれば非常に良い研究ができるというこ
とですね．

見えないものを見えるようにする

［田中］ 質量分析学会のことになるのですが，この学会
には，ボスになるような人がいないのです．化学に属し
ている人もいれば，数学の理論計算をやっている人もい
る．更には，コンピュータのソフトウェア開発をやって
いる人もいる．これらの人たちが，化学会，物理学会な
どではないところで活躍していますので，みんながそれ
ぞれ役割分担をしていて，個の良さをつぶすようには働
きにくいのです．
しかし，「自分たちは専門分野の主流をやっているの
ではない」という気持ちがあるようで，周りからの評価
も低いのです．「質量分析なんてどうせ測るだけではな
いか．開始ボタンを押して測定結果が出るだけではない
か」というふうにとらえられがちです．
これに対して私自身は，見えないものを見えるように

努力すること自身が素晴らしいことだと思いますし，今
まで知られていない現象を世界で初めて見られることで
新たな理論の創出につながることもあると思っていま
す．
例えば，フラーレンの発見は，質量分析があったから

こそできたのです．元々フラーレンのようなものがある
とは思いつかなかった．質量分析を行っている最中に，
という重さのところにピークが出てくるので「なぜ

だろう」と考えているうちに， C というサッカーボー
ルの形を思いついた．
すなわち，見えたことによって初めて新しい理論が構

築される．新たな独創につながる可能性がある．
人間の考えはそれほど優れていないともいえます．「理

論が先にあって，理論を確かめるのが実験」といわれま
すが，実験から理論が生まれたものも多いのではないで
しょうか．例えば，レントゲンによる X線の発見は，
蛍光板が光っているのはなぜだろうというところから出

発しています．
世の中には見つかっていないものが多いので，今まで
見えなかったものを見えるようにすることはとても面白
い．このような考え方を，多くの方にも是非理解して頂
ければと思っています．

失敗を発明に変える

［伊澤］ 先ほど「企業の中の技術者」ということでお話
がありましたが，中平さんも企業におられますね．
［田中］ 確かに企業の中にいるということの限界はあり
ます．私は「すぐに製品の開発に結び付かなくてもいい」
という状況でいられたのですが，それを「よかった，よ
かった」と言ってしまうだけでは若い人たちの参考にな
らない（笑）．
予算も時間も限られた中で既存の製品を安く作る工夫
をしたり性能を上げたりすることを一生懸命やっている
間にも，意外にも発明はあるわけです．新たな発明のチャ
ンスは企業にいようとだれにでもあるわけです．狭い考
え方に縛られて，素晴らしい発見となるかもしれないも
のを「失敗だ」と捨ててしまうことはしないでほしい．
［中平］ 毎日の生活の中で自分自身がやっていることを
よく自覚することで，見捨ててしまいがちの中に何か大
きなことを見つけられることがあるかもしれない．
［田中］ 今やっていることにとっては失敗かもしれない
が，「もしかしたら，別の分野で生かせるのではないか」
というような余裕あるいは好奇心みたいなものを持って
いた方がよいのではないかと思います．
「プラスチックは電気を通すべきではない」と思い込
んでしまったら，電気を通すと失敗になってしまいます．
プラスチックが電気を通したら何ができるか，といった
発想の転換を行うことが新しい発見の種になるのではな
いでしょうか．
また，温度特性が悪いものを作ってしまった場合に，
それは良くないと思うのではなく，逆に温度が変ると性
質が変ることを生かすことができるのではないかと考え
る．企業の中にはいろいろな人がいますから，このよう
ないろいろな視点を持つことができるという良い素地が
あるのではと思います．

企業の研究者

［伊澤］ 企業にいても発明や発見のチャンスはあるとい
うことですね．
［田中］ 私が注目されたときに，「新人類発見，企業研
究者発見，企業にも研究者がいたんだ」（笑）といった
形で報道されました（笑）．実は，企業の研究者の方が
数は多い．
企業の研究者に，研究面では大学よりも劣っていると
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いう先入観に邪魔されると，せっかくの発見も失敗とし
て捨ててしまうかもしれないことに気付いてほしいと思
います．
［伊澤］ もちろん今言われたようなチャンスもあります
が，企業の研究は，製品を開発することや，別の人が確
立した原理原則を製品化したり，あるいは使えるように
したりすることが目的となってしまいます．
［田中］ もちろん，本業はそちらです．だからこそ今ま
で大学の研究とは距離を置いていた．大学の先生も同じ
でお互いに避けてきた面がある．
ただ，新しい発想を別の分野に生かせることが企業に

はたくさんあるわけです．だからこそ，産学の共同には
まだまだ可能性があると思います．
私たちも，今，大学の先生や公的な機関の先生方と共

同研究を行って学会などにも発表していますが，これか
らもまだまだ一緒に進めていかなければならないことだ
と思っています．やり始めたばかりで失敗も多いのです
が，成果を地道に積み上げている段階です．

「 から 」の研究

［伊澤］ 田中さんの御講演の中で，「ゼロを にする研
究も重要だが， を にする研究も重要で，このよう
な貢献を評価する賞がもっとたくさんあるべきだ」と
おっしゃられています．
［田中］ 私の発明が「ゼロを にする」といわれたこと
があるのですが，本当にゼロから を生み出したわけで
はないともいえます．ある切り口では「ゼロから 」に
なったり，別の切り口だと「 から 」という評価に
なると思います．
従来，質量分析では例えば数千ぐらいの大きさのもの

までを壊さずにイオン化できていたのを，数万まで可能
にした．これは「 から 」ですが，たまたま「ゼロか
ら 」というふうに評価された．
今までたん白質はイオン化できなかったのですが，イ

オン化できるようになった．これは「ゼロから 」の見
方です．しかし，ペプチドはイオン化できていた．生化
学の分野では 万より下がペプチドで， 万より上はた

ん白質となりますので，このような観点からは，「 か
ら 」の研究ともとらえることができます．
実際には地道な積み重ねが重要ですので，「 から 」
の研究がもっと評価された方がよいのではないかと思っ
ています．

技術者と営業

［中平］ 田中さんは研究所にいらっしゃる方なのです
が，報道によると営業担当の方と得意先を回られること
もあったとお聞きしています．技術者としてそのような
経験は何か新しいインスピレーションを得るなど役に立
つものでしょうか．
［田中］ ごく当たり前の話になると思うのですが，技術
者，特に先端的な研究を行っている人は，ある意味おご
りみたいなものが出てきてしまいます．質量分析でいえ
ば，感度や分解能，精度が上がったということは学術的
には素晴らしいことなのですが，お客さんからは「そん
なに感度を上げたとしても一体何を測るの？私たちに
とっては使えない」と言われてしまうことがあります．
とても耳の痛い言葉であり，この言葉があるからお客
さんの要望にかなうものを作ろうという動機になりま
す．また，お客さんに「よくぞ作ってくれた．これで今
まで分からなかったことが分かるようになった」と言っ
て頂けたら，とても大きな励みにもなります．
これは一種の「オンザジョブトレーニング」なのでは
ないでしょうか．技術者が営業に出ることを「なぜ，俺
がこんなことをやらなければいけないんだ？」と嫌がる
人もいるのですが，是非別の考え方も参考にしてほしい．
自分のやりがいを高めるためにも役に立ちますし．
［中平］ 営業の段階の前に，研究所で研究された成果を
実際の製品に移管するにあたっての打合せなどもあった
かと思いますが，そのようなことも相当なさってこられ
たのですか．
［田中］ そういった打合せは必要に迫られてやりまし
た．世の中に役立つ技術を自分が生み出したという自負
もありましたし，できればそれを使ってほしいと思いま
すから，そのためにはどうしたらよいかについて考えま
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した．
製品化するための図面も自分で書きましたし，装置の

組立に関する文書，取扱い説明書，売り込みマニュアル
なども書きました．このようなことを自らやらざるを得
なかった．家電製品を作っている会社のように，みんな
で分業できたらよかったのですが，幸か不幸か全部自分
でやらなければならなかったのです．

説 明 す る 力

［田中］ 実は，私自身も，当初は人に会うのがおっくう
でうまく話せなかった．また，専門の違う人たちに専門
用語を使わないで話すことは全くできなかったのです．
しかし，必要に迫られてこのようなことを経験するう

ちに，専門外の人にも分かってもらえるということが次
第にやみつきとまではいきませんが（笑），やりたくなっ
てきたのです．
このように，分野の違う人にも分かってもらえるとい

うことが，異分野融合をするために必要条件となります．
化学のイオン化の話を，電気の人やソフトウェアの人に
専門用語を使ってそのまま話しても通じない．何か例を
使って分かりやすく説明し相手に伝えることで，初めて
異分野のチームワークができる．そのため，このような
能力を皆さんに付けてほしいと思っています．
「もう知識なんてなくていい，何か独創的なことをす

るキーになるノウハウがあればいい」といわれる方がい
ますが，そうではない．いろいろなことを知っているか
らこそ，別の分野にも生かせるのです．このためには，
説明する能力が必要で，専門分野でない一般的なことで
説明することが必要となります．
例えば，電流を川の流れに例える．もちろん誤解を招

くこともあるのですが，このように例えることが，新た
な発想を導き出すのに意外に役立ちます．人に説明する
うちに自分自身の中で新しい発想が出てきたりする．
イオン化の話を物理的な話に置き換えてやっている

と，もしかすると電子のやりとりが意外にイオン化に生
かせるのではないかというふうに思ったりもします．私
自身はこのようなことを今でも経験しています．
［伊澤］ 私も，人と話をしていてひょっと思いつくとい
うことが度々あります．
［田中］ そうですか，ああ，よかった（笑）．
［伊澤］ あるいは異分野の人の話を聞いていて，あ，こ
ういうことができるのだったら，自分の専門もこういう
ことができる可能性があるのではないかと思うこともあ
ります．人の話とか，あるいはディスカッションをして
いる中で新しいことを思いつくというのは一人で考えて
いるよりもそういう可能性が高いような気がします．
［田中］ 今，伊澤会長のお話で私だけでないということ
が分かりました．ある程度一般的なことだったらみんな

に勧められるかなと思います．

「知 離 れ」

［伊澤］ 最近，特に日本で若い人の「理科離れ」がよく
いわれます．私も外で講演することがあって，いろいろ
外国のことも調べてみたのですが，アメリカはもっとひ
どい．アメリカ人で理工系の大学に進む人間は ％ぐら
い，ヨーロッパでは ％ぐらいです．
［田中］ 中国やインドの人がアメリカの大学に入って，
新しい知識や富を生み出しているという傾向は聞いてい
ます．
［伊澤］ 日本は ％ですからまだそれほどひどくはな
いのですが確かに進んでいます．特に最近は電気関係の
学科の人気がないということまで聞いていますが，こう
いう「理系離れ」を防ぐために，田中さんにいいアイデ
アがありましたら……．
［田中］ ノーベル賞をもらった人は，今の御質問に対し
て何かすごいことを言えるのではないかと思われていま
すが，一般の人が気付いているぐらいのことしか言えま
せん（笑）．
何人かの人から聞いた言葉を元に私自身が考えたこと
は，「理科離れ」というよりも，「知離れ」が問題なので
はないかということです．
不況の影響もあるのかもしれませんが，幾ら勉強して
も，幾ら知識を積んでも意味がないのではないかと考え
る人が多くなってしまっているのかもしれません．これ
が如実に現れているのが理系です．理系は，少なくとも
文系と比べて知識を積み上げていかなければその上に築
き上げることができない分野です．ですから，「知離れ」
が結局「理系離れ」となって現れてしまうのではないか
と思っています．
私自身は知ることが好きでした．昔は「物知り博士」
という言葉もありましたが，知っているだけでも尊敬さ
れた時代だったと思います．それに対して，今は人より
もたくさんのことを知っている人に対して，「知ったか
ぶりをしやがって」とか「あいつは嫌味なやつだ」と思
われてしまうきらいもあるように思います．少なくとも，
たくさんの知識を持っていることだけでは尊敬はされな
い．
もう一つは，知識を自分で持たなくてもインターネッ
トで調べれば幾らでも出てくることも挙げられると思い
ます．また，自分の知らないことがありすぎて，自分が
幾ら頑張ってもこれまで人類が積み重ねてきた知識を頭
の中に入れることができないというあきらめにも似た心
境も要因として挙げられるのではないでしょうか．
更に，世の中のすべてが知り尽くされたのではないか
という考えもあるように感じます．自分たちが幾ら頑
張っても，新しいことは生み出せないのではないかとい
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う考えです．
いずれにせよ，深刻なのは，知識を積んでも意味がな

い，逆に言えばもう既に分かりきっていると思われてい
る節がある．私自身も，「そうではない」と自分自身に
言い聞かせなければならないような状況にあります．子
供たちも同じように考えているとしたら，これは大きな
問題だと思います．

分からないことはたくさんある

［田中］ 科学者や技術者は，「いや，まだまだ分からな
いことがたくさんある」と発言し続けていかなければな
らない．私自身も研究を進めていけばいくほど，実は分
からないことがたくさんあるのだということが分かって
きたのです．
例えば， 年ぐらい前は，たん白質と遺伝子は 対
で対応していると思われていましたがそれだけではな
い．「なぜあるところは鼻になり，あるところは目になり，
あるところで遺伝子が発現し，病気になったりするのか」
という，分からないことがたくさんあるということが逆
に分かってきた．
私は数値化するのは嫌いなのですが，身体の中のこと

は実は ％も分かっていないのです．これは生化学をや
られている方が異口同音にいわれることです．これだけ
たくさんの情報が出てきても，分からないことだらけで
す．だから私たちは頑張っているのです．
今生まれたばかりの子供たちが大人になったときで

も，まだ分からないことがたくさん残っているというこ
とを言っていかなければならないと思います．努力して
チャレンジしていけば役に立つことがあるのだ，たくさ
んの知識を生かすことで貢献することができるのだとい
うことを，うまくメッセージとして伝えられないかなと
思っています．

［伊澤］ 逆に言うと，若い人がそういった現在のサイエ
ンスの実情を知る機会が余りないような気もします．
［田中］ いままで大学に閉じ込もっていた人，あるいは
工場とか企業の研究所に閉じ込もっていた人は何か言わ
ないといけない．お父さんお母さんは仕事から疲れて
帰ってきたら，後はグータラで寝ているだけということ
を改善しなければならない（笑）．

勉強は面白い

［田中］ ノーベル賞を受賞したから仕方ない面もあるの
ですが，私に対する期待が余りにも大きすぎます．「田
中さんは化学の専門家だから，化学に限らずサイエンス
はすべてお見通しだ」というのは間違いですね．私だけ
で何かできるわけではないです．
今回はカメラを気にしていませんが，町を歩いている
と写メールで撮られる（笑）．撮った本人は「有名人に会っ
たわ，よかった，よかった」で終わるかもしれませんが，
「それを毎日経験していたら，あなただったらどう思
う？」と言いたいのです（笑）．
あるおばさんなんか「田中さん，写真撮ってあげるか
ら」って（笑）．本人は盛り上げるために写真を撮って
あげると言う，それに近いことを思われているわけなの
です．
突然有名になって引っ張り出されて，今までにないも
のを期待されるということがいかにストレスになるかと
いうのを伝えるのは難しいです．
［伊澤］ 田中さん個人というよりも，学会，大学，学校
などいろいろなところで活動していかなければならない
ですね．
［田中］ 改めて「これをやろう」というふうに構える前
に，やって意義のあることは自分のやりがいにもつなが
り，「社会貢献」にもなるという観点から，皆さんに一
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歩踏み出してほしい．
全員が全員一様に一歩踏み出すのは難しいかもしれま

せんが，多くの人が一歩踏み出すことはとても意義のあ
ることだと思います．もしかすると大学の中で閉じ込
もって研究しているよりも，外に出て行くことによって
研究が意外に役に立っていると感じ取れるチャンスにな
ることもありますね．
［伊澤］ 電子情報通信学会では，小中高生に対していわ
ゆる「科学教室」というのを出張でやっています．年間

回ぐらい，全国各地に出張して 人の小
学生，中学生を集めて実験を交えていろいろなことを
やっています．我々も若い人の「理科離れ」を何とかし
たいと努力をしています．
ノーベル賞受賞者に過大な期待をするような質問と

なってしまうのですが，田中さんがノーベル賞を受賞さ
れたことも「理科離れ」を防ぐ一つのきっかけにもなる
でしょうね．
［田中］ 一過性だったと思いますね．今は，教育関係者，
政府関係者も含め，多くの人も一生懸命がんばっていま
す．その流れを……．
［伊澤］ 継続的にするにはどうしたらいいかということ
ですね．
［田中］ そうなのです．そのためには勉強して意味があ
るんだよ，楽しいんだよということをずっと地道に言っ
ていかざるを得ない．イベント的なことも大切ですが，
そういうもので「理科離れ」を何とか防ぐというマイナ
ス志向ではなく，理科をやると役に立ち，自分でも生き
がいが持てるし，その過程で知識をたくさん持つことが
社会生活でも役に立つということを伝え続けていかなけ
ればいけないと思っています．
［中平］ まず，電子情報通信学会の会員 万 人が
「技術は面白いんだよ」というところを伝えていかない
といけないですね．

アンテナで発信する

［田中］ 伝えるというのは難しいですね．私自身も，伝
えるのが下手でした．また，やっても無駄だ，どうせ分
かってもらえないだろうなどとも考えていました．多分，
似たようなことを大なり小なり皆さん持っていると思い
ます．
電気を目指す人は物静かでまじめな人たちが多いとだ

れかがいっていましたが（笑）．私も多分そうだったと
思います．単にまじめだけではなく，発信していくこと
が重要ですね……．アンテナ工学になぞらえると，自分
自身が様々な分野のことを取り込むためのアンテナとな
るとともに，きちんと情報を出すために発信していく．
このような意味でのアンテナをちゃんと張っておいた方
がいいのではないかと思います．

皆さん，発信することも意義のあることだということ
だけは覚えておいて下さい．それが成功の一つの理由
だったということ．これは間違いないと思います．
［伊澤］ 実は私，先週チリにいたのです．仕事が終わっ
て夜の 時ぐらいから天文ショーというのがあって，有
料なのですが親子を集めて小さな天文台で星の説明をし
てくれるのです．チリですから空が大変きれいなのです．
非常によく見える．レーザポインターで「この星は南十
字星です，これは偽物の南十字星です」と全部説明して
くれるのです．星雲なんかもマゼラン星雲とかがかすか
に雲のように見えるのです．こういうものを見るチャン
スがあるとやはり科学に関心を持つのではないかなと．
日本ではなかなかそういうチャンスがない．

［田中］ よくぞおっしゃって頂きました．

富山科学技術大使

［田中］ お話するのを忘れていたのですが，これは富山
科学技術大使の名刺です．観光大使ではありません（笑）．
富山県知事が発案された無給，肩書きのみの大使ですが，
私がこれをある程度義務として課している理由は，田舎
で育ったから，周りに自然がたくさんあったから自然科
学に対する好奇心を持つことができたという思いがある
からです．
周りを人工物で囲まれていると，すべて出来上がって
いますのですべて分かりきったことなのではないかと
思ってしまう．それが田舎の自然豊富なところに住んで
いると，美しい景色を眺めるだけでも「人間はいろいろ
頑張っているけれども，まだまだ分からないところがた
くさんあるのだ」「なぜ，こんな不思議なことがあるの
だろう」と自然に思えるし，楽しい．
伊澤会長がおっしゃったチリの例のように，身近に自
然を感じることができる環境があると素晴らしいです
ね．私自身も，自然環境が豊富なところで育ったことが，
独創性を自然に発揮できるようになったことに少なから
ず影響を与えているのではないかと思っています．
特に，子供たちはどんどん自然環境から離れていって
いますから，このような自然の効能は伝えた方がいいの
ではないかと思います．全員が田舎に住めと言っている
わけではなく，そういうチャンスを享受することが重要
です．
都会に住んでいる方がいろいろな刺激があって独創的
なことを行えることも確かですが，少なくとも自然は好
奇心を豊富にすることは確かだと思っています．
なお，大使の名刺を持っているからといって，富山で
何かが割引になるわけではありません（笑），と余計な
説明を付け加えることで笑って頂けたら，印象に残して
もらえるかなという思いでお話するようにしています．
［中平］ 確かに都会の中で人間が触れられる部分の情報

電子情報通信学会誌 Vol No



のダイナミックレンジと，田舎に行ったときに自分の周
囲にある情報のダイナミックレンジではけたが違います
ね．
［田中］ 何けたも違います．
［中平］ 自然の豊かさを通して，子供たちに知ることが
面白い，見るだけでも面白い，分かることが楽しいとい
うことをうまく伝えられるといいですね．
［伊澤］ チリの話に戻るのですが，チリでたまたまの偶
然ですがマックノート彗星が肉眼で見えたのです．
［田中］ 確か新聞に載っていましたね．いまだに彗星が
どういうものでできているのかがよく分かっていないわ
けですよね．だから「君たち，それを解明してね，面白
いよ」と伝えることができる．
［伊澤］ こういうものを実際に見ると，いろいろと触発
されますね．
［田中］ 特に今の親御さんは，こういう勉強をしたら東
大に入れるとか，こういう勉強をしたら独創性を育める
とか，そういうノウハウ本を頼りにしている．そんなこ
とよりこのような自然に触れさせた方がよほど近道なの
ではないかと思います．

電 気 の 誇 り

［田中］ ところで，電気出身の人が，様々な分野で電気
が生きていることをアピールしていくことも重要なので
はないかと思っています．
今回の 号特集で登場するほとんどの方は今も電気
関係の仕事をされている．しかし電気の卒業生全体では，
別の分野に進んだ方が半分以上いらっしゃるのではない
でしょうか．
［伊澤］ 半分以上だと思います．
［田中］ 学会の中だけで閉じてしまうと，電気というの
は良い人材を他の分野に輩出している分野であることが
余り見えてこないのですが，この点は是非とも電気の人
たちの誇りに思って頂きたいところですし，若い人の参
考にして頂きたいところでもあります．
大体企業に入って，大学で勉強してきたことをそのま

ま生かせるなんてラッキーというか少ないですからね．
［伊澤］ 少ないでしょうね．
［田中］ そこで「自分は専門から外れた」と挫折感を味
わうよりも，他に生かせるチャンスだと考えていいので
はないかと思います．
［伊澤］ 今のお言葉は企業にいる人間にとって非常に参
考になると思います．
［田中］ 残念ながら，まだまだリストラとかあると思い

ます．そんなときに，「あ，電気やっていたの？それ
だったら，他のことをやってみない？」というふうに勧
められるのが電気の強いところです．
このような場合に，是非一緒に加わってほしい．外に
も眼を向けてほしいのです．これは，私がいる会社以外
にも共通することだと思います．
［伊澤］ 日本は特に大学で勉強したことをそのままやろ
うとする人が多いのですね．
［田中］ 余り「アメリカでは……」とか「ヨーロッパで
は……」と言うのは好きではないのですが，少なくとも
大学でダブルメジャー，医学をやりながら法律をやった
りして，別分野に飛び込んでいくのが当たり前のように
なっています．文系の人が理系に入るのは難しいですが，
理系の人が文系に行くのは，例えば営業で売り歩くとい
うのは当たり前のようにやられていますよね．そういう
可能性をもっと高く評価してほしいと思います．
［伊澤］ 逆にアメリカなどでは，自分の仕事がなくなっ
たら，何でも別のところでやるんですよ．そのぐらいの
バイタリティーがないと，日本の科学技術もこれから問
題だなと思います．

プレゼンテーション

［田中］ 私は東北大学出身なので，東北大学の宣伝をさ
せて頂きたいのですが，東北大学のアンテナ工学分野は
実学指向がかなり強かったと思います．先生方は，自分
たちで行った基礎的な研究がいかに使われるのかについ
て，熱く学生に語られていました．自分自身でプロモー
ションをされていたわけです．もちろんプロモーション
に汲々として基礎研究がおろそかになったら主客転倒で
すが，基礎研究の成果を使えるということをもっとア
ピールしていいのではないかと思います．それが逆に自
分たちが基礎研究をやらなければならないということを
強調する裏付けになると思います．
私は企業の立場で話をしていますが，企業ではプロ
モーションができないとやっていくことできません．プ
ロモーションをしっかりしていなかったために，「あの
とき，きちんとプレゼンをやっておけばうまく商品化で
きたのに」と反省する事例が，企業でも大学でもたくさ
んあるのです．
研究成果をきちんと伝えることを，皆さんと一緒に
やっていきたいと考えています．
［伊澤］ 本日は長時間にわたって貴重なお話を頂き，誠
にありがとうございました．
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